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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

第64期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
１月１日
至平成21年
12月31日

売上高（千円） 12,803,91014,324,2495,538,7116,825,03825,040,411

経常利益（千円） 959,2771,250,337358,267 598,7671,545,522

四半期（当期）純利益（千円） 522,688 738,634 204,222 358,425 912,003

純資産額（千円） － － 14,800,16715,587,03215,109,009

総資産額（千円） － － 24,427,51726,174,39725,241,171

１株当たり純資産額（円） － － 1,739.321,852.831,782.13

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
66.63 94.16 26.03 45.69 116.26

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － －     －

自己資本比率（％） － － 55.9 55.5 55.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
397,129 990,384 － － 903,421

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△503,532 28,278 － － △1,237,837

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△255,542△186,646 － － △255,849

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
 －  － 6,592,5927,169,778 6,348,886

従業員数（人） － － 705 691 693

（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 691 (114)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数は（　）内に

当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 418 (75)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期会計期

間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を製品別に示すと、以下のとおりであります。

製品
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）　

ショーケース（千円） 2,715,325 114.6　

冷凍機（千円） 775,678 147.6　

工事・その他（千円） 3,373,339 123.7　

合計（千円） 6,864,343 122.1　

　（注）　金額は販売価格で表示してあり、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループの生産のほとんどが見込生産であるため、受注状況の記載を省略しております。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を製品別に示すと、以下のとおりであります。

製品
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

ショーケース（千円） 2,740,095 121.8　

冷凍機（千円） 749,996 140.9　

工事・その他（千円） 3,334,946 120.9　

合計（千円） 6,825,038 123.2　

（注）１．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱セブン－イレブン・ジャパン 1,624,904 29.3 2,292,484 33.6

２．本表の金額に、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループが判断したものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間（３ヶ月）におけるわが国経済は、国内外の経済対策や輸出拡大等により企業収益の

改善など景況感の改善の兆しも一部には見られましたが、デフレ傾向や雇用情勢・所得環境は依然改善が見られず、

欧州での金融危機など新たな不安要素も生まれ、個人消費が伸び悩むなど引き続き厳しい状況で推移しました。

当社グループの主要顧客である食品流通業界におきましても、消費者の生活防衛意識の高まりによる低価格志向、

激化する値下げ競争など厳しい経営環境が続いています。

このようななか、当社グループは第１四半期連結会計期間に引き続き、「あなたのお店の省エネ対策、応援しま

す…CO?対策と改正省エネ法対応をお手伝い」をテーマに、省エネを中心とした顧客の支持を得られる製品・機器

の開発を推進しております。

当第２四半期連結会計期間は、第１四半期連結会計期間に引き続き大型のスーパーマーケット向け売上は低調に

推移しましたが、物流センター等の大型物件、小型のスーパーマーケット及びコンビニエンス・ストア向けの売上が

好調に推移したことにより、一定の成果を上げることができました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は68億25百万円（前年同期比12億86百万円、23.2％増）、経常利益

は5億98百万円（前年同期比2億40百万円、67.1％増）、四半期純利益は3億58百万円（前年同期比1億54百万円、

75.5％増）となりました。

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

国内の売上高は、第１四半期連結会計期間に引き続き大型のスーパーマーケット向け売上は低調に推移しました

が、物流センター等の大型物件、小型のスーパーマーケット及びコンビニエンス・ストア向けの売上が好調に推移し

た結果、売上高は63億10百万円（前年同期比12億39百万円、24.4％増）となり、営業利益は5億53百万円（前年同期比

2億42百万円、78.0％増）となりました。

②中国

中国では、中国国内向け販売は、引き続き堅調に推移しましたが、欧州及びアジア向けの輸出は低調な状態が続き

ました。この結果、売上高は5億14百万円（前年同期比46百万円、10.0％増）となり、営業利益は16百万円（前年同期

比5百万円、24.9％減）となりました。

（2）財政状態

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は261億74百万円（前連結会計年度末は252億41百万円）となりました。流

動資産は211億98百万円（前連結会計年度末は198億59百万円）となり、固定資産は49億76百万円（前連結会計年度

末は53億81百万円）となりました。流動資産が大きく増加した主な要因は、現金及び預金が前連結会計年度末比10億

13百万円増加したことによります。

一方、負債の部は105億87百万円（前連結会計年度末は101億32百万円）となりました。流動負債は74億98百万円

（前連結会計年度末は70億79百万円）となり、固定負債は、30億88百万円（前連結会計年度末は30億52百万円）とな

りました。流動負債が大きく増加した主な要因は、未払法人税等が前連結会計年度末比2億86百万円増加したこと、未

払費用が前連結会計年度末比3億35百万円増加したことによります。

純資産の部は155億87百万円（前連結会計年度末は151億9百万円）となりました。この結果、自己資本比率は、前連

結会計年度末の55.4%から55.5%となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前第２四半期連結

会計期間末に比べ、5億77百万円増加し、71億69百万円となりました。その内容の主なものは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において営業活動による資金は、4億23百万円の増加（前年同四半期は11億4百万円の

増加）となりました。

この主な要因は、税金等調整前四半期純利益6億6百万円などがあったためであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において投資活動による資金は、79百万円の増加（前年同四半期は4億76百万円の減

少）となりました。

この主な要因は、定期預金の預入に対し、払戻が79百万円多かったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において財務活動による資金は、58百万円の減少（前年同四半期は1億29百万円の減

少）となりました。

この要因は、少数株主への配当金の支払が45百万円あったためであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は27百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

平成22年６月30日現在　

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月12日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 8,954,000 8,954,000
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式

単元株式数100株

計 8,954,000 8,954,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 8,954,000－ 822,650 － 522,058
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（６）【大株主の状況】

　 平成22年６月30日現在 

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

中野興産株式会社 東京都港区芝浦2-15-4 2,143 23.94

中野冷機株式会社 東京都港区芝浦2-15-4 1,109 12.40

ザ バンク オブ ニューヨーク ノン

トリーティー ジャスデック アカウ

ント

（常任代理人 株式会社三菱東京UFJ

銀行）

GLOBAL CUSTODY,32ND FLOOR ONE WALL

STREET,NEW YORK NY 10286,U.S.A.　

（東京都千代田区丸の内2-7-1）　

578 6.46

中野冷機従業員持株会 東京都港区芝浦2-15-4 460 5.14

中野　秀司 東京都目黒区 445 4.97

株式会社みずほ銀行

（常任代理人 資産管理サービス信

託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町1-1-5

（東京都中央区晴海1-8-12晴海アイランドト

リトンスクエアオフィスタワーZ棟）　

387 4.32

須藤　勝美 神奈川県藤沢市　 191 2.14

中野　誠子 東京都目黒区 167 1.88

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿1-26-1 157 1.75

中野冷機取引先持株会 東京都港区芝浦2-15-4 140 1.57

計 －　 5,781 64.57

（注）中野冷機株式会社の所有株式数1,109千株は自己株式であり、会社法第308条第２項により議決権は有しており

ません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,109,800 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,836,600 78,366 同上

単元未満株式 普通株式　　 7,600 － －

発行済株式総数 8,954,000 － －

総株主の議決権 － 78,366 －

　

②【自己株式等】

平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

中野冷機株式会社
東京都港区芝浦二

丁目15番４号
1,109,800 － 1,109,800 12.39

計 － 1,109,800 － 1,109,800 12.39

　　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 898 940 1,030 1,001 1,000 1,030

最低（円） 850 852 875 935 987 970

（注）最高・最低株価は平成22年４月１日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであり、それ以前は

ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有

限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,899,178 12,885,361

受取手形及び売掛金 5,297,175 4,559,127

商品及び製品 758,843 857,292

仕掛品 387,217 541,237

原材料及び貯蔵品 651,400 738,884

繰延税金資産 122,670 114,037

その他 84,045 165,834

貸倒引当金 △2,420 △2,077

流動資産合計 21,198,109 19,859,699

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,852,437 3,890,407

減価償却累計額 △2,748,648 △2,713,137

建物及び構築物（純額） 1,103,788 1,177,269

機械装置及び運搬具 2,330,491 2,363,687

減価償却累計額 △1,880,304 △1,864,184

機械装置及び運搬具（純額） 450,186 499,502

土地 1,115,946 1,115,946

建設仮勘定 － 3,402

その他 733,969 740,150

減価償却累計額 △674,682 △671,469

その他（純額） 59,286 68,680

有形固定資産合計 2,729,209 2,864,802

無形固定資産

のれん 15,023 17,526

土地使用権 245,953 259,541

その他 31,228 35,979

無形固定資産合計 292,205 313,048

投資その他の資産

投資有価証券 1,076,694 1,058,534

長期貸付金 2,238 3,786

長期前払費用 2,800 3,117

繰延税金資産 790,619 796,816

その他 123,798 380,171

貸倒引当金 △41,276 △38,805

投資その他の資産合計 1,954,873 2,203,620

固定資産合計 4,976,288 5,381,471

資産合計 26,174,397 25,241,171
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,313,081 5,420,147

短期借入金 250,000 250,000

未払費用 942,586 606,921

未払法人税等 498,172 211,482

未払消費税等 96,731 70,975

繰延税金負債 － 35

賞与引当金 104,047 75,376

製品保証引当金 189,194 126,591

その他 104,684 318,170

流動負債合計 7,498,498 7,079,699

固定負債

繰延税金負債 6,136 6,136

退職給付引当金 2,430,543 2,392,173

役員退職慰労引当金 267,718 271,504

負ののれん 4,566 5,479

その他 379,901 377,166

固定負債合計 3,088,866 3,052,461

負債合計 10,587,365 10,132,161

純資産の部

株主資本

資本金 822,650 822,650

資本剰余金 522,058 522,058

利益剰余金 13,663,286 13,068,976

自己株式 △674,706 △674,457

株主資本合計 14,333,288 13,739,228

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 191,541 185,210

為替換算調整勘定 9,023 55,317

評価・換算差額等合計 200,565 240,527

少数株主持分 1,053,177 1,129,254

純資産合計 15,587,032 15,109,009

負債純資産合計 26,174,397 25,241,171
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 12,803,910 14,324,249

売上原価 10,647,415 11,890,721

売上総利益 2,156,494 2,433,528

販売費及び一般管理費 ※
 1,244,632

※
 1,230,583

営業利益 911,862 1,202,945

営業外収益

受取利息 28,019 21,119

受取配当金 13,267 12,129

仕入割引 3,301 4,001

受取地代家賃 2,106 2,410

負ののれん償却額 913 2,022

その他 6,987 10,431

営業外収益合計 54,594 52,113

営業外費用

支払利息 4,005 3,695

売上割引 534 466

為替差損 2,638 558

営業外費用合計 7,178 4,721

経常利益 959,277 1,250,337

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,201 －

固定資産売却益 144 8

償却債権取立益 － 7,824

特別利益合計 4,346 7,832

特別損失

固定資産除却損 4,420 299

減損損失 273 71

特別損失合計 4,694 371

税金等調整前四半期純利益 958,930 1,257,798

法人税等 389,090 493,283

少数株主利益 47,151 25,881

四半期純利益 522,688 738,634
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 5,538,711 6,825,038

売上原価 4,620,110 5,649,967

売上総利益 918,600 1,175,071

販売費及び一般管理費 ※
 584,928

※
 604,109

営業利益 333,672 570,962

営業外収益

受取利息 10,902 7,439

受取配当金 13,143 12,129

仕入割引 1,939 2,108

受取地代家賃 1,029 1,189

負ののれん償却額 456 1,565

保険解約返戻金 4,531 －

その他 1,099 8,227

営業外収益合計 33,101 32,658

営業外費用

支払利息 1,921 1,738

売上割引 318 253

為替差損 6,075 2,861

その他 190 －

営業外費用合計 8,506 4,853

経常利益 358,267 598,767

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,963 －

投資有価証券評価損戻入益 15,260 －

固定資産売却益 144 －

償却債権取立益 － 7,824

特別利益合計 18,368 7,824

特別損失

固定資産除却損 4,330 30

減損損失 201 －

特別損失合計 4,531 30

税金等調整前四半期純利益 372,103 606,561

法人税等 159,374 236,740

少数株主利益 8,506 11,395

四半期純利益 204,222 358,425
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 958,930 1,257,798

減価償却費 132,567 130,218

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,538 3,499

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,947 28,670

製品保証引当金の増減額（△は減少） 40,618 62,794

退職給付引当金の増減額（△は減少） 49,030 38,369

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,610 △3,786

受取利息及び受取配当金 △41,286 △33,248

支払利息 4,005 3,695

償却債権取立益 － △7,824

固定資産売却損益（△は益） △144 △8

固定資産除却損 4,207 299

減損損失 273 71

売上債権の増減額（△は増加） 1,466,652 △769,672

たな卸資産の増減額（△は増加） 147,724 319,341

その他の資産の増減額（△は増加） 72,672 4,132

仕入債務の増減額（△は減少） △1,832,056 △82,386

その他の負債の増減額（△は減少） 109,333 140,829

その他 △42,530 4,656

小計 1,084,014 1,097,452

利息及び配当金の受取額 29,566 39,655

利息の支払額 △6,511 △5,996

法人税等の支払額 △709,939 △210,291

法人税等の還付額 － 69,564

営業活動によるキャッシュ・フロー 397,129 990,384

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △19,188 △23,669

有形固定資産の売却による収入 852 30

無形固定資産の取得による支出 △17,452 △682

貸付金の回収による収入 485 3,262

定期預金の預入による支出 △1,915,021 △6,389,040

定期預金の払戻による収入 1,445,114 6,428,160

投資有価証券の取得による支出 △5,768 △5,127

保険積立金の解約による収入 9,597 2,275

保険積立金の積立による支出 △3,654 △1,593

差入保証金の回収による収入 1,504 615

ゴルフ会員権償還及び売却による収入 － 14,050

投資活動によるキャッシュ・フロー △503,532 28,278

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △15,000 －

自己株式の取得による支出 △83 △249

配当金の支払額 △140,448 △140,444

少数株主への配当金の支払額 △100,011 △45,952

財務活動によるキャッシュ・フロー △255,542 △186,646
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 30,868 △11,125

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △331,077 820,891

現金及び現金同等物の期首残高 6,923,670 6,348,886

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,592,592

※
 7,169,778
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（１）完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しており

ましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18

号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会

計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分につ

いて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見

積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。

これにより、売上高は588,401千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益は、それぞれ67,479千円増加しております。

なお、この変更に伴うセグメント情報への影響は当該箇所に記載しております。

（２）連結財務諸表に関する会計基準等の適用

当第２四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計

基準第22号　平成20年12月26日）を適用しております。　 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法 

定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。 

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

当座貸越契約及び貸出コミットメント

当社及び連結子会社１社（テクノ冷熱㈱）は、運転

資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座

貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結してお

ります。これら契約に基づく当第２四半期連結会計期

間末の借入未実行残高は次の通りであります。

 当座貸越限度額及び貸出コ

ミットメントの総額
1,500,000 千円

 借入実行残高 250,000 千円

 差引額 1,250,000 千円

 

当座貸越契約及び貸出コミットメント

当社及び連結子会社２社（㈱中野冷機神奈川、テク

ノ冷熱㈱）は、運転資金の効率的な調達を行うため取

引銀行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント

契約を締結しております。これら契約に基づく当連結

会計年度末の借入未実行残高は次の通りであります。

 当座貸越限度額及び貸出コ

ミットメントの総額
1,700,000 千円

 借入実行残高 250,000 千円

 差引額 1,450,000 千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

製品保証引当金繰入額 80,753千円

給料手当 437,913千円

賞与引当金繰入額 24,034千円

退職給付費用 21,977千円

役員退職慰労引当金繰入額 13,610千円

  

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

製品保証引当金繰入額 102,129千円

給料手当 428,906千円

賞与引当金繰入額 27,063　千円

退職給付費用 21,891千円

役員退職慰労引当金繰入額 13,600千円

  

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

製品保証引当金繰入額 40,125千円

給料手当 230,489千円

賞与引当金繰入額 24,034千円

退職給付費用 10,988千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,457千円

  

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

製品保証引当金繰入額 58,662千円

給料手当 222,584千円

賞与引当金繰入額 27,063千円

退職給付費用 10,945千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,600千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 12,507,614千円

預入期間が３か月を超える定

期預金
△5,915,021千円

現金及び現金同等物 6,592,592千円

   

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 13,899,178千円

預入期間が３か月を超える定

期預金
△6,729,399千円

現金及び現金同等物 7,169,778千円

   

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　8,954,000株

  

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　1,109,867株

  

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年３月30日

定時株主総会
普通株式 141,199,02018

平成21年

12月31日

平成22年

３月31日
利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平

成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

当社グループの事業は食品店舗向けの冷凍・冷蔵ショーケース等の製造、販売の単一セグメントのため事業

の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 5,070,936467,7755,538,711 － 5,538,711

(2）セグメント間の内部売上高 5,587 11,798 17,385 (17,385) －

計 5,076,523479,5735,556,097(17,385) 5,538,711

　営業利益 310,791 21,865 332,656 1,015 333,672

　

当第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 6,310,635514,4036,825,038 － 6,825,038

(2）セグメント間の内部売上高 2,149 11,457 13,607 (13,607) －

計 6,312,784525,8616,838,646(13,607) 6,825,038

　営業利益 553,249 16,422 569,672 1,289 570,962

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 11,538,9691,264,94112,803,910 － 12,803,910

(2）セグメント間の内部売上高 10,237 23,442 33,680 (33,680) －

計 11,549,2061,288,38412,837,591(33,680) 12,803,910

　営業利益 799,733 112,274 912,007 (145) 911,862

　

当第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 13,262,6661,061,58314,324,249 － 14,324,249

(2）セグメント間の内部売上高 4,327 20,464 24,791 (24,791) －

計 13,266,9931,082,04814,349,041(24,791) 14,324,249

　営業利益 1,160,33141,4961,201,827 1,117 1,202,945
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（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．会計処理の方法の変更

前第２四半期連結累計期間　

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(１)に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

用しております。これによる「日本」及び「中国」の営業利益に与える影響はありません。

　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(２)に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。これによる「日本」及び「中国」の営業利益に与

える影響はありません。

当第２四半期連結累計期間　

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用しております。 

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第２四半期連結累計期間の「日本」の売上高は

588,401千円増加し、営業利益は67,479千円増加しております。

３．追加情報

前第２四半期連結累計期間

　当社および国内連結子会社の機械装置等の耐用年数については、第１四半期連結会計期間より、法人税法の

改正を契機として見直しを行い、改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。これによる「日

本」の営業利益に与える影響は軽微であります。

　

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平

成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

EDINET提出書類

中野冷機株式会社(E01671)

四半期報告書

22/27



（有価証券関係）

前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。  

 

（ストック・オプション等関係）

 該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 1,852.83円 １株当たり純資産額 1,782.13円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 66.63円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 94.16円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 522,688 738,634

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 522,688 738,634

期中平均株式数（株） 7,844,574 7,844,271

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 26.03円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 45.69円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 204,222 358,425

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 204,222 358,425

期中平均株式数（株） 7,844,537 7,844,181
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　当社は、平成22年８月12日開催の取締役会において、連結子会社であるテクノ冷熱株式会社及び株式会社高橋冷凍機製

作所を吸収合併することを決議し、同日、両社と吸収合併契約書を締結いたしました。　

１．合併の目的

テクノ冷熱株式会社は、冷凍冷蔵空調設備の販売・付帯工事の請負を、株式会社高橋冷凍機製作所は、冷凍・冷蔵

ショーケース用部品の製造を主な事業としております。今後、当社グループといたしましては、経営の効率化を推進

し、経営資源の効率的な活用を図るため、今回の合併を決定いたしました。

２．合併する相手会社の名称

①テクノ冷熱株式会社

②株式会社高橋冷凍機製作所

３．合併の方式

当社を存続会社とし、テクノ冷熱株式会社及び株式会社高橋冷凍機製作所を消滅会社とする吸収合併方式であり

ます。

４．合併後の会社の名称

中野冷機株式会社

５．合併の時期

平成22年10月１日

６．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終改正平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会　最終改正平成20年12月26日）に基づき、共通支配

下の取引として会計処理を行います。

 

（リース取引関係）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

中野冷機株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田　芳幸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新井　達哉　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田尻　慶太　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中野冷機株式会社の

平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中野冷機株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月12日

中野冷機株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田　芳幸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新井　達哉　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田尻　慶太　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中野冷機株式会社の

平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中野冷機株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間より「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用している。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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